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「暮らしやすく、住み続けたいと思える選ばれるまち」を目指して
人口減少や少子高齢化が進み、住環境対策など多くの課題が山積するなか、今年度は市制20周年の節目を迎えます。
これを新たな「変革」の一歩として、明るい未来の創造に向け、強い姿勢をもって積極的に取り組んでまいります。
特に今年度は、移住・定住の推進、子育て支援の充実、ワンヘルスの推進などに重点を置いた予算としています。

問財政課 財政係（℡64-1553）
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228,314
（10.1％）
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（3.6％）

災害復旧
事業費
401
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自主財源は繰入金の増加によ
り、前年度に比べ1.8ポイント増え
たものの、地方交付税などに依
存している構造となっています。

歳 入

歳 出

年度末の基金残高は、本年度も減少傾向となっており、財政調整
基金、減債基金、ふるさとみやま応援基金を取り崩す予定のため、
前年度より17億9,400万円減少し、84億8,700万円となる見込み。

基金残高（貯金）

※市債のうち臨時財政対策債は、交付税により国から措置されます。

大型建設事業に取り組む中、本市の財政状況は、市債（借金）の増加
に対し基金（貯金）が減少しています。本市では、行政改革プランに基
づいて取り組みを進め、効果的・効率的な行財政運営を推進します。

【市債残高と基金残高の推移】

836,114（36.9％）その他経費
305,622（13.5％）投資的経費

義務的経費 1,122,564（49.6％）

（単位：万円）
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225,606
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その他
145,737
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国庫支出金
331,225
（14.6％）

県支出金
191,399
（8.5％） 寄附金

32,141
（1.4％）

その他
83,164
（3.7％）

1,537,721（67.9％）依存財源
自主財源 726,579（32.1％）

当初予算の概要
令和8年度

基金残高
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市債残高（　 は臨時財政対策債）
公債費は、令和3年度過疎対策事業債と令和4年度公共土木施
設補助災害復旧債の元金償還が開始となるため、前年度比4.7％
増の24億1,706万円計上。年度末の市債残高は、9,400万円増加
し、276億8,800万円となる見込み。

市債残高（借金）

226億
4,300万円

（単位：万円）

総務費
336,073
（14.8％）

農林
水産業費
133,686
（5.9％）

土木費
173,312
（7.7％）

公債費
241,706
（10.7％）

その他
21,638
（1.0％）

経済的性質別

特集

過疎対策事業債は、旧小学校跡地
整備事業（4億8,940万円）や総合保
健福祉センター改修事業（２億1,550
万円）、ストックヤード整備事業（1億
5,350万円）などで前年度比3.0％減

▶市債 229,360（10.1％）
6,370万円の 減

個人市民税は所得の増加により増
額の見込み。また、法人市民税も景
気好況により増加する見込み。

▶市税 385,668（17.0％）
6,750万円の 増

▶地方交付税 640,000（28.3％）

普通交付税は国勢調査人口の置き換
えなどにより、1.7％減の見込みだが、特
別交付税が増額見込みのため前年度
と同額の見込み。

増減なし

増
▶民生費 829,158（36.6％）　
　　　　　5億1,150万円の
あたご苑大規模改修工事費の
皆増（+2億1,000万円）などで、
前年度比6.6%増加

ストックヤード建設工事費の皆増
（+2億円）などで、15.7％増加

▶衛生費 175,349（7.7％）
2億3,809万円の 増

測量調査等委託料の皆増
（+3,600万円）などで、11.2%増加

▶商工費 43,383（1.9％）
4,387万円の 増

高田小学校体育館建築本体工事
費の皆減（△5億2,800万円）など
で、25.0%減少

▶教育費 216,353（9.6％）
7億2,212万円の 減

保育所運営委託料の増（+9,157万
円）や障がい児支援サービス費の増
（+9,153万円）などで、4.3%増加

▶扶助費 497,227（22.0％）
　2億718万円の 増

令和3・4年度過疎対策事業債の元金
償還開始（+3,659万円）などで、4.7%
増加

▶公債費 241,706（10.7％）
1億798万円の 増

増
下庄雨水ポンプ場設備改修工事費の皆増（+1億6,800万
円）、あたご苑大規模改修工事費の皆増（+2億1,000万円）、
旧山川東部小学校校舎等解体工事費の皆増（+2億2,830
万円）などで、3.4%増加

▶普通建設事業費 305,221（13.5％）　
1億114万円の

総合システム構築委託料の皆増
（+6,620万円）と、予約制乗合バス
運行委託料の皆増（+3,167万円）な
どで、1.3%増加

▶物件費 323,274（14.3％）
4,177万円の 増

給食費負担軽減補助金の皆増（+１億
1,469万円）やプレミアム商品券補助金
の増（+2,600万円）、筑後地域指令セ
ンター協議会負担金の減（△4億926万
円）などで、10.7％減少

▶補助費等 202,816（8.9％）
2億4,340万円の 減

行政目的別

筑後地域指令センター協議会負
担金の減（△4億926万円）などで、
20.4%減少

減
▶消防費 93,642（4.1％）

2億3,964万円の

の16億5,080万円を計上。
また、防災減災事業の財源とし
て、緊急自然災害防止対策事業
債（7,450万円）や緊急浚渫推
進事業債（9,000万円）を計上。

※皆増・皆減…事業の開始や終了などで、前年度に比べて全額
が増減したことをいいます
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特別会計と企業会計の当初予算額
【特別会計】
国民健康保険事業　50億2,332万円
後期高齢者医療　　  9億3,679万円
介護保険事業　　　52億3,518万円
用地　　　　　　　　　　

【水道事業】
収益的収入　5億2,219万円
収益的支出　4億9,506万円
資本的収入　2億　746万円
資本的支出　4億7,993万円

【下水道事業】
収益的収入　7億4,547万円
収益的支出　7億3,713万円
資本的収入　6億6,554万円
資本的支出　8億　827万円

6.協働で進めるまちづくり
▶ 女性支援推進事業費【新規】　 437万円
さまざまな困難を抱える女性に対して、相談体制
を充実し自立支援などの援助を行うため、女性
相談支援員を配置します。

7.健全で効率的な行財政運営
▶ 窓口フロア改修事業【新規】　 435万円
窓口サービス向上のため、市役所本庁舎2階フ
ロアの改修とローカウンターの設置を行います。

令和8年度の主な事業

1.魅力あふれる住みやすいまちづくり
▶ 予約制乗合バス運行委託料　3,167万円
令和8年3月から、予約制乗合バスが本格運行を開始しました。

▶ 民間賃貸リフォーム補助金【新規】　400万円
令和10年度までの3年間限定で、民間の賃貸住宅において子どもの安全
対策やペット飼育可能な部屋への改修に対し、費用の1/2を補助します。

▶ 移住・定住報償費およびマイホーム取得補助金【拡充】　3,972万円
本市に住宅を建築・購入する子育て世帯と市外からの移住世帯に補助します（新築20万円・中古10万
円）。さらに、子育て世帯に5万円、移住世帯には令和10年度までの3年間限定でみやまんコイン30万ポ
イントを補助します。

▶ 転入世帯家賃補助金【新規】　1,200万円
令和10年度までの3年間限定で、転入世帯の賃貸住宅や社員寮などの家賃の1/2（月額上限2万円）を
最長で1年間、最大24万円を補助します。

2.自然を育む安全安心なまちづくり

▶ 山川南部分団格納庫新築工事費【新規】　 6,470万円
消防団再編計画に基づき、山川南部の2つの老朽化した格納庫を1つに統合し新築します。

▶ 下庄雨水ポンプ場設備改修工事費　1億6,800万円
下庄雨水ポンプ場の機械・電気設備改修工事を行います。

▶ みやま中学校通学路防犯灯設置補助金【新規】　 700万円
みやま中学校開校に伴い、旧東山中学校区からの通学における防犯と
安全確保のため、LED防犯灯の設置などに対し補助します。

▶ 緊急通報システム整備事業 　 7,650万円
学校事故などが発生した際、迅速な通報などを行うため、小学校5校へ
の緊急通報システム整備と、中学校2校の設計業務を行います。

3.地域の特色を生かした活力あるまちづくり
▶ 野生動物緩衝林整備工事費【新規】　 152万円
バッファーゾーン（緩衝地帯）を整備することで人と野生動物の適切な関係性を維持し、農作物への被害
を防止します。

▶ 測量調査等委託料（企業誘致）【新規】　 3,600万円
産業団地造成に向け、みやま柳川インターチェンジ西地区の測量、補償調査などを行います。

4.健やかに暮らせる福祉のまちづくり
▶ 乳児等通園支援給付費【新規】　 598万円
保護者の就労の有無に関わらず、時間単位などで柔軟に保育所などを利用できる新たな通園制度（こども
誰でも通園制度）に対する給付を行います。
▶ 障がい児支援サービス費 　 3億82万円
障がい児の放課後デイサービスや児童発達支援サービスなどに対する給付を行います。

▶ あたご苑大規模改修工事費【新規】　 2億1,000万円
総合保健福祉センター「あたご苑」の空調設備やLED照明などの大規模改修工事を行います。

5.豊かなこころを育むまちづくり
▶ 給食費負担軽減補助金【拡充】　 1億1,469万円
子育て世代の経済的負担軽減を図るため、学校給食費を小学生は無償とし、中学生は半額を補助します。

▶ワンヘルス教育推進事業費 　 728万円
ワンヘルス教育推進のため、各小中学校で授業・体験学習などを行います。南小学校、山川中学校で研究
発表会を予定しています。

▶ 統合中学校建設事業 　 1億2,750万円
4月に開校したみやま中学校の校舎建設に伴い、令和7年度から2か年で実施設計などを行います。

8.市制20周年記念事業
▶ 20周年記念式典事業 　 179万円
令和9年1月30日に記念式典の開催を予定しています。

▶ 20周年記念事業イベント補助金 　 1,030万円
長唄三味線、マハラジャナイトなどのイベント開催や、
エール花火、オルレ、市民まつりでの料理コンテストなど、
20周年を記念した各種事業を行います。

9.物価高騰支援事業

▶プレミアム付き商品券事業
5,700万円 など

6,907万円

3,000円

みやま市

市制施行 20 周
年


